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下
田
の
夏
は
早
く
も
本
番
、
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
幕
で
す
。

暮
ら
す
私
達
市
民
も
訪
れ
る
観
光

客
の
皆
様
も
、
楽
し
く
活
気
あ
ふ

れ
る
夏
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

７
月
５
日
で
、
市
長
に
就
任
し

て
満
２
年
と
な
り
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害

想
定
に
対
す
る
防
災
対
策
、
低
迷

す
る
経
済
状
況
に
対
す
る
観
光
振

興
・
経
済
活
性
化
対
策
、
新
庁
舎

建
設
問
題
等
の
課
題
に
対
し
ま
し

て
、
職
員
の
力
を
結
束
し
遂
行
し

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
問
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。

本
年
の
干
支
、
午
年
の
「
馬
力
」

で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

市
長
に
就
任
す
る
数
年
ほ
ど
前
、

縁
あ
っ
て
静
岡
大
学
で
学
生
へ
の

講
義
の
機
会
を
得
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
民
間
実
践
者
と

し
て
の
立
場
で
の
講
義
で
し
た
が
、

そ
の
時
の
資
料
に
記
し
た
文
章
を

紹
介
し
ま
す
。

「
私
達
は
人
の
社
会
に
生
き
て
い

ま
す
。
人
と
共
に
生
き
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
人
を
好
き
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
人
と
の
関
わ
り
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

自
分
の
人
生
、
一
度
の
人
生
で

す
か
ら
。
そ
の
人
生
の
舞
台
は
地

球
で
あ
り
、
こ
の
ま
ち
で
す
。
だ

か
ら
暮
ら
し
て
い
て
楽
し
い
ま
ち

に
し
た
い
の
で
す
。

沢
山
の
人
と
会
い
た
い
か
ら
沢

山
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
ま
ち

に
し
た
い
の
で
す
。
訪
れ
る
人
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
暮
ら

し
て
い
る
人
が
楽
し
い
ま
ち
に
し

た
い
の
で
す
。

人
を
心
か
ら
も
て
な
せ
る
ま
ち

に
し
た
い
の
で
す
。

そ
の
為
に
は
地
球
に
も
社
会
に

も
人
に
も
優
し
い
ま
ち
に
な
る
こ

と
で
す
。

ま
ち
が
人
の
集
合
体
で
あ
る
以

上
、
私
達
が
切
磋
琢
磨
し
『
自
分

の
で
き
る
参
加
、
ち
ょ
っ
と
頑
張

る
参
加
』
を
す
る
こ
と
で
ま
ち
は

常
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
自
分

力
が
地
域
力
で
す
」

自
分
の
文
章
を
読
み
返
し
、
初

心
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
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今
回
は
下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
の
整
形
外
科
の
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

整
形
外
科
は
、
人
体
の
運
動
器

官
（
骨
、
関
節
、
筋
肉
な
ど
）
に

関
わ
る
疾
患
を
主
に
取
り
扱
う
分

野
で
す
。
具
体
的
に
は
、
交
通
事

故
、
転
倒
な
ど
の
思
わ
ぬ
ケ
ガ
、

ス
ポ
ー
ツ
中
の
ケ
ガ
な
ど
と
い
っ

た
所
謂
外
傷
や
、
加
齢
性
変
化
な

ど
に
よ
る
変
性
疾
患
（
首
、
肩
、

手
、
腰
、
膝
、
足
首
な
ど
）
の
診

療
が
私
た
ち
整
形
外
科
の
主
な
役

割
の
ひ
と
つ
で
す
。
大
き
い
ケ
ガ

か
ら
小
さ
な
ケ
ガ
ま
で
、
こ
れ
ま

で
身
に
覚
え
の
あ
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
般
に
「
ケ
ガ
」
と
言
っ
て
も
、

整
形
外
科
の
専
門
的
な
診
断
・
治

療
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
主
に
骨

折
や
靭
帯
・
腱
の
損
傷
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
で
あ
る
現
代
に
お

い
て
は
、
地
域
高
齢
者
の
骨
折
が

多
く
、
問
題
と
な
り
ま
す
。

当
科
に
お
い
て
も
毎
週
火
曜
日

と
木
曜
日
が
手
術
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
一
般
外
傷
、
特
に
骨

折
に
対
す
る
手
術
的
治
療
が
中
心

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
手
術
的
治

療
の
良
好
な
成
績
を
目
標
に
、
技

術
の
向
上
に
関
し
て
日
々
学
ぶ
姿

勢
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、
同
時
に

「
ケ
ガ
の
予
防
」
の
重
要
性
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
食
生
活

の
改
善
、
適
度
な
運
動
な
ど
そ
の

予
防
方
法
は
様
々
で
す
が
、
そ
の

中
で
も
骨
折
予
防
と
し
て
代
表
的

な
骨
粗
鬆
症
対
策
に
関
し
て
最
後

に
少
し
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

ず
は
食
事
・
運
動
療
法
が
大

切
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
骨
密
度
の
改

善
が
思
わ
し
く
な
い
方
に
は
薬
物

療
法
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

以
前
は
専
用
の
経
口
薬
を
毎
日

内
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
週
１
回
の
内

服
や
最
近
で
は
月
１
回
の
内
服
で

同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ

る
経
口
薬
が
で
て
き
ま
し
た
。
ま

た
作
用
機
序
の
違
い
か
ら
毎
日
の

自
己
注
射
や
半
年
に
１
度
の
外
来

で
の
注
射
で
骨
密
度
の
改
善
が

大
き
く
期
待
で
き
る
薬
な
ど
も

新
た
に
準
備
で
き
て
い
ま
す
。
骨

粗
鬆
症
対
策
と
し
て
の
薬
は
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
き
て
い

ま
す
。

ご
自
身
の
骨
の
状
態
（
骨
密
度

な
ど
）
が
気
に
な
る
方
や
治
療
法

に
関
し
て
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

当
科
外
来
を
受
診
し
て
み
て
く
だ

さ
い
（
当
科
外
来
は
完
全
予
約
制

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手

数
で
す
が
お
問
い
合
わ
せ
の
上
受

診
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
）。

地
域
に
密
着
し
て
貢
献
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
精
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

－１１－ 広報しもだ ２０１４.７月号

４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
へ

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
、

低
所
得
者
及
び
子
育
て
世
帯
へ
の

負
担
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
、

暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
及
び
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
者
へ
申
請
書
類
を
送
付
済

み
で
す
の
で
ご
確
認
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ࢧ
څ
ର
৅
ऀ

次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る

方
に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。

・
平
成

年
１
月
１
日
時
点
に
お

２６

い
て
、
下
田
市
に
住
民
登
録
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
平
成

年
度
分
市
民
税
の
均
等

２６

割
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

※
た
だ
し
、
ご
本
人
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
場
合
で
も
、
ご
自
身

を
扶
養
す
る
方
が
課
税
さ
れ
て

い
る
場
合
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
等

で
な
い
こ
と
。

ࢧ
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次
に
該
当
す
る
方
は
一
人
に
つ

き
５,
０
０
０
円
を
加
算

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
受

給
者
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者

手
当
な
ど
の
受
給
者

ࢧ
څ
ର
৅
ऀ

次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る

方
に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。

・
平
成

年
１
月
１
日
時
点
に
お

２６

い
て
、
下
田
市
に
住
民
登
録
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
原
則
、
平
成

年
１
月
分
の
児

２６

童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
し

て
い
る
こ
と
。

・
平
成

年
度
（
平
成

年
中
）

２６

２５

の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
額
に
満
た
な
い
こ
と
。

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
で

な
い
こ
と
。

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
等

で
な
い
こ
と
。
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※
公
務
員
の
方
は
申
請
書
等
が
勤

務
先
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
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情
報
公
開
制
度

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
市
が
公
文
書
と
し
て
管

理
し
て
い
る
文
書
等
を
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と

信
頼
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
公
文
書
開
示
請

２５

求
は
、
市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
、

農
業
委
員
会
宛
に

件
あ
り
ま

２７

し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
の

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ

い
て
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
己
の
情

報
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
を
求

め
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

平
成

年
度
の
個
人
情
報
開
示

２５

請
求
件
数
は
市
長
部
局
宛
に
２
件

（
全
部
公
開
１
件
、非
公
開
１
件
）

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
保
有
個
人
情
報
の
訂
正

請
求
や
利
用
停
止
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

問
合
せ
先

総
務
課
庶
務
係

緯
鰻
２
２
１
１

平
成

年
度

25

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

請求のあった情報の種類（総数27件）

公開の方法処理状況
請
求
件
数

機 関 視

聴

写
し
交
付

閲

覧

取
り
下
げ

却

下

非

公

開

一
部
公
開

全
部
公
開

192291023市 長 所 管 部 局

222教 育 委 員 会

1112農 業 委 員 会

2232101227合 計

公文書公開請求処理状況

境界確定に関すること 3件

その他
14件

契約に関すること 2件

土地利用に関すること 2件

教育委員会に関すること 2件

農業委員会に関すること 2件

工事設計書に関すること 1件

入札に関すること 1件

（単位：件）

ྟ
࣌
෱
ࢱ
څ
付
ۚ

ࢠ
ҭ
ͯ
ੈ
ଳ
ྟ
࣌
ಛ
ྫ
څ
付
ۚ

申
請
受
付
開
始
し
ま
し
た

申
請
・
問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
窓
口
⑥
）
緯
鰻
２
２
１
６

ྟ
࣌
෱
ࢱ
څ
付
ۚ

ࢠ
ҭ
て
ੈ
ଳ

ྟ
࣌
ಛ
ྫ
څ
付
ۚ

申
請
会
場

市
役
所
２
階

第
３
委
員
会
室

必
要
書
類

申
請
書
・
印
鑑
・
本

人
確
認
書
類（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券
等
の
写

し
）・
指
定
し
た
口
座
が
確
認
で

き
る
書
類
（
金
融
機
関
名
、
口
座

番
号
、
口
座
名
義
人
（
カ
ナ
）
が

わ
か
る
通
帳
な
ど
の
写
し
）

※
郵
送
で
も
受
付
可
能
で
す
。

※
公
務
員
で
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
対
象
者
の
み
児
童

手
当
（
特
例
給
付
）
受
給
状
況

証
明
書
（
勤
務
先
か
ら
交
付
さ

れ
ま
す
）
が
必
要
で
す
。

●
申
請
方
法
に
つ
い
て

申
請
期
間

7
月
1
日（
火
）～

月
1
日（
水
）
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